
最近いろいろな事務局のお手伝

いをさせていただくことが多く

なってきました．それでも学会誌の編集は初めての経験

で，読み手からの立場の変わり様には戸惑うことが多く，

要領を得ずしてご迷惑をおかけすることが多々ある状況で

す．編集を含めこの学会での作業や仕事を経験して思うこ

とは，意外と自分は事務仕事が嫌いではないということで

す．ただし，単なる作業ではなく，仕事としてこなすこと

の大切さや難しさはどのようなことにでも共通し，嫌いで

はないだけでは務まらないことを痛感させられます．そん

な仕事では，それなりの立ち振る舞いをされている方を見

ると大変勉強になります．これまでの日常にこの勉強しな

がらの仕事が加わるとてんやわんやになってひどく疲れる

こともあります．疲れてぼうっとして思い浮かぶのは，そ

れなりの立ち振る舞いをされている方の姿です．最近，そ

の姿から感じたものは姿勢の大切さでした．姿勢には体の

様子など目に見えるものと内面で表される見えないものが

あります．双方共に理にかなうものには美しいと思わされ

ます．美しい姿勢からは美しい所作が生み出され，これを

受けると自身もそれ相応に仕事を返したいと思うようにな

ります．大げさかもしれませんが，人の中で仕事をさせて

もらうというのはそう思って然るべきことなのでしょう．

姿勢の大切さは，仕事をするときにだけ感じるものでは

ありません．立つ，座る，寝るなど，全ての動作に必要で

す．気分転換に泳ぐ，漕ぐ，走るときには特にそれを感じ，

姿勢を疎かにすると致命的にさえなりうることを知らされ

ます．結局はすべての動作に対して理にかなう姿勢（筋の

つかいかた）があり，その心得は生命の維持（疲労）に関

わるほどの差を生じさせるのです．これを内面に置き換え

るとどうでしょう，全ての所作に対して理にかなう姿勢

（気のつかいかた）があり，その心得は人付き合いの維持

（人望）に関する差を生じさせる，でしょうか．（�橋和生）
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